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	日本工業大学応用基礎プログラム(先進工学部) 取組概要�１.プログラムの目的・身に着けられる能力�　プログラム学習を通じて数理・データサイエンス・ＡＩの知識を活用し、様々なデータを適切に収集・分析する力を養い、�　 それぞれの分野での社会課題を発見し解決する能力を身に付けることを目的とする。�２．科目の構成�　　������������３．修了要件�　　各学科で指定されている上記のプログラム科目を全て修得する。�４．実施体制�　　実施組織　データサイエンスプログラム運営部会�　　　構成員　　　教務部長・各学部長・授業科目担当教員・教務課長�　　　役割　　　　　<実施・改善>プログラム履修学生の単位修得状況管理、プログラム修了認定・教育内容の改善実施　　　　�　　　　　　　　　　　　<点検・評価>アンケート、履修状況等からプログラムの教育内容について点検・評価�

